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捨てればごみ活かせば資源

ご
み
減
量
化
推
進
週
間

五
月
三
十
日
i
六
月
五
日

「
分
別
」
は

こ
み
減
ら
し
の
基
本
で
す
。

く
ら
し
の
中
で
不
用
と
な
っ
た
モ
ノ
が
、
資
源
と
な
る

か
、
ご
み
と
し
て
埋
め
ら
れ
て
し
ま
う
か
は
、
ご
み
を
捨
て

る
時
に
決
ま
り
ま
す
。
ご
み
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
使
え
る

資
源
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
資
源
と
ご
み
を

徹
底
的
に
分
別
す
る
こ
と
で
、
ご
み
は
確
実
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
よ
く
分
別
さ
れ
た
ご
み
は
、
そ
の
分
焼
却
効
率

も
よ
く
な
り
、
焼
却
炉
の
寿
命
も
長
く
す
る
こ
と
が
で
き

~ 

ま
す
。

-生
ご
み

生
ご
み
は
水
分
を
多
く
含
む

た
め
、
重
く
て
収
集
時
に
手
間

ど
っ
た
り
、
燃
え
に
く
い
た
め

焼
却
炉
の
処
理
能
力
が
落
ち
た

り
し
ま
す
。
水
分
を
で
き
る
だ

け
減
ら
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

生
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
堆

肥
製
造
器
(
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
)

と
水
切
り
ベ
ー
ル
の
購
入
に
対

し
て
以
下
の
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。



捨てればごみ活かせば資源

コンポスト・水切りベールの補助制度

‘コンポスト
0補助金額

器具本体購入価格の%

(ただし、 3，000円を上限とする)

O補助対象限度

一世帯 2基以内

0補助手続

購入時に補助金額相当額を差し

引いた額で購入(要印鑑)

コ
ン
ポ
ス
ト
、
水
切
り
ペ

l
ル

の
購
入
補
助
手
続
は
、

J

A
三

内、

J

A
川
上
で
で
き
ま
す
。

ま
た
、
堆
肥
化
処
理
用
に
婦

人
会
の
ボ
カ
シ
も
J

A
三
内、

J

A
川
上
に
あ
り
ま
す
。
(
も
ち

ろ
ん
婦
人
会
の
ボ
カ
シ
守
つ
く
り

に
参
加
さ
れ
て
も

O
K
)

ボ
カ
シ
を
使
っ
た
堆
肥
化
は
、

生
ご
み
に
つ
き
も
の
の
腐
敗
臭

が
し
な
い
こ
と
、
比
較
的
短
期

間
で
堆
肥
化
で
き
る
こ
と
な
ど

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

水切りベール砂
o補助金額
器具本体購入価格のM
(ただし、 3，000円を上限とする)

0補助対象限度

一世帯2基以内

0補助手続

購入時に補助金額相当額を差し

引いた額で購入(要印鑑)

-
紙
類
・
古
着
類

新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
な

ど
の
古
紙
類
や
古
着
類
は
資
源

ご
み
で
す
。

新
聞
・
雑
誌
ご
と
に
分
類
し

て
、
ひ
も
で
し
ば
っ
て
資
源
ご

み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

種
類
の
違
う
紙
を
混
ぜ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-び
ん

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ま
、

れ
る
び
ん
の
中
に
、
ま
だ
中
身

の
あ
る
も
の
が
多
く
混
ざ
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け

て
の
び
ん
破
砕
作
業
は
、
そ
の

悪
臭
と
の
闘
い
で
す
。

び
ん
を
出
す
時
は
、
キ
ャ
ッ

プ
を
は
ず
し
、
中
身
を
よ
く

洗
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、

一
升
び
ん
、
ピ

i
ル

び
ん
は
資
源
ご
み
で
す
の
で
、

資
源
ご
み
の
目
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
(
た
だ
し
、
破
損
、
キ
ズ

の
あ
る
も
の
を
除
く
)

自
ビーとぴルご升ぴ乞a ガラス
午J メグ吟空びん類
ル情ψ〆EAIII彰ゲ 回収日
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-惨有資源
回収日

田空
き
缶
・

園

乾
電
池

空
き
缶
・
乾
電
池
類
は
、
指

定
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
指

定
日
に
は
、
ご
み
集
積
場
に
コ

ン
テ
ナ
が
置
か
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
中
へ
、
空
き
缶
を
入

れ
、
乾
電
池
は
、
透
明
な
ナ
イ

ロ
ン
袋
に
入
れ
、
コ
ン
テ
ナ
の

横
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
〉

く
ぎ
・
は
り
が
ね
、
か
さ
、

ト
タ
ン
、
一
斗
缶
な
ど
の
空
き

缶
、
そ
の
他
の
鉄
類
は
、
粗
大
ご

み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

回
粗
大
ご
み

家
具
や
家
電
製
品
、
自
転
車

な
ど
の
粗
大
ご
み
は
、
年
四
回

の
組
大
ご
み
回
収
日
(
六
月
、

九
月
、
十
二
月、

三
月
)
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

空
き
缶
・
乾
電
池
の
と
こ
ろ

で
お
願
い
し
た
と
お
り
、
は
り

が
ね
等
は
、
粗
大
ご
み
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

易
粗大ごみ

ひ
と
昔
と
比
べ
る
と
、
ご
み

を
出
す
と
き
の

H

約
束
事
H

が

多
く
な
り
ま
し
た
。
裏
返
せ
ば

ご
み
問
題
が
深
刻
化
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

ご
み
問
題
解
決
の
カ
ギ
は
、

皆
さ
ん
自
身
が
握
っ
て
い
ま
す
。
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本
年
度
の
松
く
い
虫
被
害
対
策
実
施
方
針
、
薬
剤
空
中
散
布
実
施
計
画
、

地
上
散
布
事
業
実
施
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

松
く
い
虫
被
害
対
策

実
施
方
針

松
く
い
虫
の
被
害
対
策
は
松

林
の
果
た
す
役
割
、
被
害
の
状

況
等
の
実
態
を
踏
ま
え
、
次
の

指
針
に
沿
い
各
種
対
策
を
合
理

的
に
組
合
せ
効
果
的
な
実
施
を

図
る
も
の
と
す
る
。

一
、
薬
剤
空
中
散
布
及
び
薬
剤

地
上
散
布

松
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の

重
要
性
並
び
に
松
林
の
分
布
状

況
に
伴
う
防
除
効
果
の
期
待
度

等
を
考
慮
し
、
積
極
的
保
全
す

る
必
要
性
の
あ
る
松
林
に
つ
い

て
検
討
し
た
結
果
、
北
方

・
前

松
瀬
川
地
域
松
林
で
は
薬
剤
空

中
散
布
、
塩
ケ
森
地
区
の
松
林

で
は
薬
剤
地
上
散
布
を
そ
れ
ぞ

れ
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
薬
剤
空
中
散
布
並
び

に
薬
剤
地
上
散
布
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
薬
剤
の
安
全
か
っ

適
正
な
使
用
の
確
保
を
図
り
、

人
畜
及
び
農
林
作
物
、
水
産
物
、

そ
の
他
動
植
物
に
対
し
て
被
害

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

二
、
被
害
立
木
伐
倒
駆
除

伐
倒
駆
除
は
、
被
害
の
状
況
、

駆
除
の
効
果
等
か
ら
、
伐
倒
駆

除
を
実
施
す
る
こ
と
が
有
効
か

っ
適
切
な
松
林
(
特
別
防
除
実

施
区
域
府
及
び
必
要
に
応
じ
そ

の
周
辺
の
被
害
松
林
)
に
つ
い

て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

三
、
樹
種
転
換

樹
種
転
換
は
、
高
度
公
益
機

能
松
林
等
の
周
辺
松
林
に
あ
る

感
染
源
を
除
去
す
る
と
と
も
に
、

被
害
松
林
の
持
つ
森
林
機
能
を

確
保
す
る
た
め
、
被
害
状
況
等

か
ら
み
て
樹
種
転
換
を
実
施
す

る
こ
と
が
有
効
か
つ
適
切
な
松

林
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
、

植
生
の
遷
移
も
考
慮
し
つ
つ
広

葉
樹
等
他
の
樹
種
へ
の
移
行
を

図
る
こ
と
が
適
当
な
松
林
に
お

い
て
積
極
的
に
そ
の
移
行
の
促

進
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
の
厳
し
い
林

業
情
勢
の
中
で
、
松
林
所
有
者

の
自
主
的
な
取
組
み
に
よ
り
そ

の
促
進
を
図
る
事
に
限
界
が
あ

り
、
低
調
な
状
況
に
あ
る
た
め
、

施
業
を
集
中
化
し
採
算
性
の
確

保
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
労
働

力
、
機
械
力
、
松
材
販
売
の
経

験
等
を
有
す
る
森
林
組
合
等
と

松
林
所
有
者
が

一
体
と
な
っ
た

造
林
補
助
事
業
へ
の
取
組
み
が

行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

薬
剤
空
中
散
布
実
施
計
画

て
実
施
日
時

1
回
目

6
月
3
日
(
月
)

2
回

目

6

月
M
日
(
月
)

午
前
5
時
頃
か
ら

午
前
8
時
頃
ま
で

※
天
候
等
に
よ
り
日
程
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
変
更
の
場
合
は
有

線
放
送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。

二
、
実
施
区
域

北
方
・
前
松
瀬
川
地
区
の
松

L
ト

ハ

u
a

ホ
!
o
o
h

三
、
薬
剤
散
布
の
方
法

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
て

の
液
剤
散
布
。

松
の
樹
冠
土
日

1
日

m
の
高

さ
か
ら
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

四
、
使
用
薬
剤
及
、
び
安
全
性

ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤

(
M
E
p
m
u
m
)
 

原
液
1
・

6
6
7
d
/
h
を

水
で
お
倍
に
希
釈
。

こ
の
薬
剤
は
、
農
薬
取
締
法

に
基
づ
き
、
薬
効
、
薬
害
に
加

え
、
毒
性
、
残
留
性
等
の
安
全

性
に
関
す
る
各
種
の
検
査
を
経

た
う
え
で
農
薬
登
録
さ
れ
て
お

り
、
作
物
残
留
性
農
薬
、
土
壌

残
留
性
農
薬
、
水
質
汚
濁
性
農

薬
の
い
ず
れ
に
も
指
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
「
毒
物
及
び
劇

物
取
締
法
」
に
基
づ
く
毒
物
、

劇
物
の
い
ず
れ
に
も
指
定
さ
れ

て
い
な
い
急
性
毒
性
の
低
い
、

普
通
物
扱
い
の
農
薬
で
す
。

こ
の
た
め
、
定
め
ら
れ
た
使

用
方
法
を
道
守
し
て
い
る
限
り

に
お
い
て
は
、
人
畜
等
に
対
す

る
毒
性
は
低
い
薬
剤
で
す
。

五
、
実
施
時
の
注
意
事
項

松
く
い
虫
防
除
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
細
心
の
注
音
崎
を
は

ら
っ
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
安

全
に
実
施
す
る
た
め
、
次
の
事

項
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
当
日
は
、
散
布
区
域
内
の
山

林
に
は
立
入
ら
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
念
の

た
め
散
布
後
1
週
間
程
度
は

散
布
区
域
内
の
山
林
へ
の
立

入
り
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

A 



行政ニュースノTownOffice News 
②
前
日
及
び
当
日
は
、
危
険
で

す
か
ら
ヘ
リ
ポ
ー
ト
周
辺
に

は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
蜜
蜂
は
薬
剤
に
弱
い
の
で
当

日
か
ら

1
週
間
程
度
は
巣
箱

を
散
布
区
域
周
辺
(
約
2
1
m

:
・
蜂
の
行
動
範
囲
)
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
当
日
、
散
布
区
域
周
辺
に
車

を
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
当
日
、
散
布
区
域
周
辺
の
方

は
念
の
た
め
家
畜
、
飲
食
物
、

洗
濯
物
等
を
屋
外
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

〈
備
考
〉
重
信
町
の
北
吉
井
、

拝
志
地
区
に
お
い
て
も
、
薬

剤
空
中
散
布
が
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

-
回
目

2
回
目

6
月
4

・
5
日

6
月
お
・
羽
田

地
上
散
布
事
業
実
施
計
画

一
、
実
施
日
時

1
回
目

6
月
4
日
(
火
)

2
回
目

6
月
お
日
(
火
)

午
前
9
時
頃
か
ら

午
後
3
時
頃
ま
で

天
候
等
に
よ
り
日
程
が
変

※ 

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
変
更
す
る
場
合
は

有
線
放
送
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

二
、
実
施
区
域

塩
ケ
森
地
区
の
松
林

3

h

三
、
薬
剤
散
布
の
方
法

動
力
噴
霧
器
に
よ
り
地
上
か

ら
松
の
樹
冠
部
全
面
に
む
ら
な

く
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

四
、
使
用
薬
剤
及
び
安
全
性

ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤

(
M
E
p
m
%
)
 

原
液

3
.
3
3
4
t
/
h
を

水
で
1
8
0
倍
に
希
釈
。

薬
剤
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

特
別
防
除
事
業
と
同
じ
。

五
、
実
施
時
の
注
意
事
項

特
別
防
除
事
業
に
準
じ
ま
す
。

大
切
な
松
林
を
守
る
た
め
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
間
合
わ
せ
先

役
場
産
業
課
産
業
振
興
係

含

9
6
6
2
2
2
2

(
内
線
4
6
)

有
線
2
1
6
1

• . 

A 
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-・・v応方ぞの葉表Zぅgzdフυま〈ノJをa・・・
新しい食糧制度のスター卜に併せて、消費者のお米の選択の目安とな

る精米の表示制度についても、よりわかりやすく、より安心してお買い

求めできるよう工夫されました。

新しい表示制度では、どこで穫れたものか、な

んという品種か、何年に穫れたものかが、一日で

わかるようになりました。(下図参照)

また、精米の表示と内容に間違いがないよう、

専門的知識を有する第三者機関(表示認証機関)が

精米工場で袋詰めされた精米を認証します。

〈新表示例〉

食糧庁精米表示基準に基づく表示

ロロロ 名 半青 米

産地|品種|産年 |使用割合

A県産 コシヒカリ 7年産 40% 

原料玄米 B県産ササニシキ 7年産 20% 

そ の イ也 40% 

(うちアメリカ産加州米 7年産 10%) 

正昧重量 5 kg 

精米年月日 7. 11. 1 

00米穀卸株式会社

販売業者名 口口県00市ムム町ママ1-2

又は
TE L 01 2 (345) 6789 

00米穀卸株式会社ムム精米工場
精米工場名 口口県ムム郡ママ町003-45

T E L 01 24 (35) 9876 

認証された精米には、その袋などに次のよう

なマークが付ーいています。

したがって、認証マークの付いている精米は、

安心してお買い求めいただけます。、、
認

財団法人日本穀物検定協会

く唾瞳〉
レンド米の場合は、最低限60%まで、原料

の使用割合の多い順に表示されていますが、

玄米が多岐にわたる場合は、「ブレンド米」

示することもでき ます。

国産米が使用された場合は、産地国名とそ

用割合が表示され、未検査米が使用された

土、未検査米が使われていることと、その

リ合が表示されます。

E温盟理藍孟.. 消費者にアピールする目的で産地・品種などを表示する場合(メリット表示)、原料玄米の使用割合が1種類で100%の場合は '00ヒカ
リ」、 70%以上100%未満の場合は '00ヒカリブレンド」などと表
示できます。

※なお、詳しいことは、

愛媛食糧事務所松山支所宮956-7200まで
お問い合わせください。

~ 



行政ニュースノTownOffice News 

愛
媛
県
指
定
標
準
米
の

設
定
に
つ
い
て

昨
年
十
一
月
一
日
に
「
主
要

食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
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す
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を
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と
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し
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か
ら
の
照
会
に
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じ

て
情
報
提
供
を
行
う
。

続鰍刀剣道彰の2錦町三'/f，J/てブ
毎月第3水曜日(祝日の場合は翌日)

万剣類午後1時から午後4時まで

銃砲午後3時から午後4時まで

時b日銃砲力剣類の登録鑑定は、次の

とおり実施しておりますので、す

みやかに発見者(所有者)自身が銃

砲刀剣類を持参し、登録手続をし

てください。
愛媛県生活文化センター

松山市北持田町139-2

ft (089) 933-1369 

所b場

-万剣類発見届出済証

.当該銃砲万剣類

・手数料1件につき 5，900円

(登録証再交付手数料は 3，000円)

・印鑑

・身分証明書

(運転免許証健康保険証等本人¥

で、あることカfわかるもの / 

b持参品
至道後

銃砲刀剣類は発見時の状況のままで持参

のこと。

""'-
，宮、[> 5.主

愛媛県教育委員会

文化財保護課

ft (089) 934-3229 

b照会先

ー
固
「
l

l

県松山地方局

E 
口
固
松山東警察署



優勝

11 6 

滑川敬老会で

花のプレゼン卜砂

4月29日、滑JlIふるさと塾(塾頭

内田勝尉さん)が滑川敬老会でチュー

リップの花をプレゼントしました。

このチューリップは、この日のた

め、塾生が丹精込めて育てたもので

す。色とりどりのチューリップの花

をプランターごとプレゼン卜されて、

お年寄りは、大喜びでした。

企

力~麦 O

冨ν添ート
‘第16回
東温軟式野球大会0/28

(主催:川内町体育協会)

-優勝 BB

・準優勝 軟式OB

大最高殊勲選手賞

黒川晴之 (BB) 

女優秀選手賞

中村誠治 (BB) 

女敢闘賞

大戸二郎(軟式oB) 



三恵ふじ祭り砂

5月3日、三恵ホームでふじ祭りが、

行われました。

川内町文化協会の会員の唄や踊り、

そして心参太鼓などのアトラクション

があり、大勢の人でにぎわいました。

寒さのせいか、中庭のふじ棚のふじ

の開花が遅れているのが‘残念でした。

‘山野草グルメの集い
4月29日、みどりの日に恒例となりま

したと山野草グルメの集し、が行われま

した。

参加者38名は、パスで河之内ヘ入り、

唐岬の滝までの聞を途中下車しながら、

山野草について大石延夫(山野草研究家)

さんの説明をうけました。

最終目的地の唐岬の滝に到着後は、参

加者全員で山里子草を実際にてんぷらやあ

えものなどに調理し、自然の中で、自然

のものの昧を心ゆくまで堪能しました。

‘第3回
川内町親善ゴルフ大会 5/九

(主催:川内町体育協会)

〈大会結果)

・優勝

・準優勝

・第3位

参加人数

幸

雄

弘
幸

和

田

藤

木

和

斉

八

221名



ゆ
圃
圃
函
圏
一
晶
画
聞

みんなの広場に登場していただく

方を募集しています。
「こだわり人生Jrまちの話題Jrわ

が家の愛ドル」などのほか身近な
ニュース、情報を役場総務課広報

係までご一報ください。

ft966-2222有線2111

大佐伯マサ子さん(右)

大渡部竹蒼さん(左)
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金、apaw
ゐ・

尚
一
の
題

a
ち・・
l

w
ま
語

劇
団
は
ぐ
る
ま
座

公
演
こ
ぼ
れ
話

四
月
二
十
日
、
中
央
公
民
館
大

ホ
l
ル
で
「
亡
国
の
構
図
」
が
上

演
さ
れ
て
観
客
に
絶
大
な
感
動
を

与
え
た
。

百
年
前
、
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
に

よ
り
生
活
の
場
を
失
っ
た
四
十
万

の
農
民
と
共
に
闘
い
抜
い
た
政
治

家
田
中
正
造
の
姿
を
見
た
。
若
い

人
に
こ
そ
正
造
の
魂
を
受
け
つ
い

で
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

マ
イ
タ
ウ
ン
川
内
に
は
素
晴
ら

し
い
人
が
い
る
。
こ
の
公
演
の
学

生
券
百
枚
を
小

・
中
学
校
に
寄
附

さ
れ
た

M
氏
で
あ
る
。

「
は
ぐ
る

ま
座
は
、
北
は

釧
路
か
ら
南
は

石
垣
島
ま
で
上

演
し
て
い
る
が
、

こ
ん
な
例
は
始

め
て
で
す
」
と

の
こ
と
。

日
本
中
で
始

め
て
の
こ
の
好

意
が
愛
媛
の
川

内
に
生
ま
れ
た

の
だ
。
凄
い
こ

と
で
は
な
い
か
。

(
投
稿
よ
り
)

藤
棚
の
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
来
た
一
項

万
策
も
つ
き
て
家
路
へ
重
い
え

午
年
が
居
て
初
午
は
か
が
さ
な
い

満
開
の
花
の
ト
ン
ネ
ル
通
り
抜
け

ラ
ン
ド
セ
ル
一
年
生
の
背
に
重
い

初
午
が
漸
く
春
を
逐
ん
で
来

ト
ン
ネ
ル
事
故
モ
グ
ラ
叩
き
の
心
な
さ

重
委
と
書
い
て
心
に
鍵
を
か
け

ラ
ン
ド
セ
ル
重
く
な
い
よ
と
登
校
日

初
午
の
鈴
か
く
べ
つ
の
音
て
鳴
り

初
午
の
市
て
狐
の
面
を
買
い

六
月
例
会
ご
案
内

川柳もづく吟社
4月例会喜撰亭選

平
岡

深
舟

ム
本
ひ
ろ
志

都
築
登
貴
子

田
野
岡
田
州

渡
部
佐
久
良一

佐
々
木
胡
舟

高
岡

紫

回
申
1

完E
毒L

篠
森
美
登
里

山

本

紫
ヨ音

高
瀬
喜
採
亭

-
六
月

一
日
出

午
後
七
時
三
+
分
よ
り

・
中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

画

一

①

瞳

②

風
目

③
消
え
る

新
し
い
句
会
で
す
。
新
し
い
方
も

一
度
の
ぞ
い
て
く
だ
さ
い
。
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ZFボ

喜連予
三V邑寄
言hア

花
の
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
央
公
民
館
の
隣
り
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
楽
し
そ
う
に

花
の
苗
守
つ
く
り
を
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
が
「
花
の
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
で
す
。

平
成
四

年
に
十
人

で
ス
タ
ー

卜

し

た

「花
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、

現
在
二
十
名
。
花
を
種
か
ら
育

て
、
公
共
施
設
(
和
田
丸
の
路

側
帯
や
各
小
学
校

・
幼
稚
園
、

役
場
駐
車
場
な
ど
)
ヘ
花
を
植

栽
し
、
ま
た
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
わ
り
ま
す
。

も
っ
と
、
広
範
囲
に
花
の
苗
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
の
で
す
が
、

な
に
ぶ
ん
手
が
足
り
ま
せ
ん
。

朝
、
昼
、
晩
の
水
ゃ
り
ゃ
力
仕
事

は
、
小
倉
社
会
教
育
課
長
に
お

ん
ぷ
に
だ
っ
こ
の
状
況
と
か
。

花
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高

岡
会
長
さ
ん
は
「
会
え
て
、
話
し

て
、
楽
し
か
っ
た
が
こ
の
会
の

モ
ッ
ト
ー
で
楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
ま
す
。
入
会
ご
希

望
の
方
は
大
歓
迎
。
是
非
ご
参

加
を
/
」
と
こ
れ
ま
た
楽
し
そ

う
に
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
内
町
が
花
の
あ
る
町
、
花

を
大
切
に
す
る
人
が
住
む
町
に

な
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

A 

徳
吉
の
宮
の
苔
附
近
か

ら
則
之
内
方
面
を
撮
っ
た

写
真
で
す
。

年
代
は
ら
か
り
ま
せ
ん

が
昭
和
叩

i
m年
代
く
ら

い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
央
附
近
に
な
っ
か
し

い
H

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
道
草
H

の
三
角
屋
根
か
見
え
ま
す
。
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ふ
れ
あ
い
花
の
会
が

建
設
大
臣
表
彰

工
業
団
地
内
の
産
業
道
路
の

路
側
帯
へ
、
長
年
、
花
を
植
栽

す
る
な
ど
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

平
成
八
年
度
「
み
ど
り
の
愛
護
」

功
労
者
建
設
大
臣
表
彰
を
「
川

内
町
ふ
れ
あ
い
花
の
会
」
が
受

賞
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
六
月
五
日
側
、

北
海
道
の
滝
野
す
ず
ら
ん
丘
陵

公
園
に
で
開
催
さ
れ
る
第
七
回

「
み
ど
り
の
愛
護
」
の
つ
ど
い
の

式
典
の
中
で
行
わ
れ
、
川
内
町

ふ
れ
あ
い
花
の
会
代
表
の
山
本

ア
ツ
子
さ
ん
が
出
席
し
、
大
臣

表
彰
を
受
け
る
予
定
で
す
。

川
内
町
ふ
れ
あ
い
花
の
会
は
、

平
成
元
年
、
愛
媛
県
の
花
づ
く

り
推
進
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を

し
た
が
、
「
そ
ん
な
時
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
の
工
場
か
ら
冷
た
い
麦

茶
や
ジ
ュ
ー
ス
、
手
袋
を
持
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」
(
元

支
部
長
)
と
い
う
よ
う
に
、
花

づ
く
り
か
ら
人
の
ふ
れ
あ
い
の

輪
が
拡
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
路
側
帯
だ
け
で
な
く

工
場
内
に
も
社
員
の
方
々
が
自

ら
花
を
植
栽
す
る
な
ど
花
ゃ
つ
く

り
運
動
が
着
実
に
拡
が
っ
て
い

る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
そ
の

他
有
志
に
よ
っ
て
発
足
し
ま
し

た。
花
ゃ
つ
く
り
の
先
進
地
で
あ
る

徳
島
県
阿
波
町
や
双
海
町
な
ど

へ
視
察
に
行
っ
た
り
、
花
守
つ
く

り
講
演
会
や
花
守
つ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
川
内

町
を
花
の
町
、
う
る
お
い
の
あ

る
町
に
し
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て

品
C
宇
小

T
レ
ル
に
。

今
回
、
認
め

ら
れ
た
工
業
団

地
内
の
産
業
道

路
路
側
帯
へ
の

花
の
植
栽
活
動

は
、
平
成
元
年

度
当
時
の
婦
人

会
南
方
西
部
支

部
長
さ
ん
の
発

案
に
、
婦
人
会
、

地
元
の
方
々
が

賛
同
さ
れ
、
ス

タ
ー
ト
し
ま
し

た。
炎
天
下
で
の

除
草
作
業
、
苗

植
え
作
業
な
ど

苦
労
の
連
続
で

砂6月EMボカシづくり‘
6月30日(日)14時より中央公民館3階
ボカシ、石けんの販売もいたします。

惨桜学級申込み受付中‘

まだ申込みをしていない方は、急いで中央

公民館あるいは婦人会地区役員さんへ申込

んでください。

S込

婦人会よりのお知らせ

砂花いっぱいフォーラム‘
6月30日(日)9時より除草
産業道路へご集合ください。

12時より会食(用意しています)。
花についての交流をいたします。

どなたでも多くの方のご参加をお願いいた

します。
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を
除
く
も
の
と
す
る
。

口

場

所

愛
媛
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
(
た
一

だ
し
、
受
講
者
が
希
望
す
る
一

一回園
山
身
障
害
児

場
合
は
、
そ
の
希
望
す
る
場
一

圃

所
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と

-

巡

回

就

学

相

談

が

あ

る

。

)

一

口

対

象

者

ロ

経

費

一

発

育

や

発

達

に

不

安

の

あ

る

無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費
を
一
乳
幼
児
の
保
護
者

一
部
良
己
負
担
す
る
こ
と
が
一
口
相
談
日

あ

る

。

)

一

6

月

幻

日

制

・

6

月

お

日

倒

口

講

師

一

口

相

談

会

場

緑
化
セ
ン
タ
ー
等
職
員
並
び
一
愛
媛
県
総
合
社
会
福
祉
会
館

に
緑
化
関
係
団
体
等
の
外
部
一
口
申
込
期
日

講

師

一

5
月
白
日
ま
で

口

講

習

申

込

一

口

申

込

・

問

い

合

わ

せ

先

受
講
希
望
日
の
日
日
前
ま
で
一
川
内
町
教
育
委
員
会

に

希

望

す

る

受

講

日

、

講

習

一

合

9
6
6
・
4
7
2
1

内

容

、

受

講

者

数

、

場

所

等

一

有

線

5
8
5
5

を
文
書
ま
た
は
電
話
で
次
の
↑

所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

¥
l
i
l
i
l
i
-
-
/

〒

7
9
1
1
0
2

温泉郡重

一

足

盟

関

正

信
町
大
字
国
窪
字
門
田
7

4
一

/

内

川

ー

ヶ

ー

げ

¥

3
番
地

圃

J

一
圃
家
内
労
働
旬
間

(
E
9
6
4
・

)

圃
一

-b月幻
日
i
引
日

一
O
委
託
者
(
内
職
の
仕
事
を
出

一
し
て
い
る
事
業
主
等
)
の
皆
さ

一
ん
は
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま

一
①
家
内
労
働
者
に
委
託
条
件
を
一

記
入
し
た
家
内
労
働
手
帳
を
一

渡
し
、
工
賃
額
、
支
払
日
、

-

害

f

一
閣
不
正
大
麻
・
け
し

納
入
受
領
し
た
物
品
の
数
量
一

一圃

等
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。
一

回
撲

滅

運

動

5
月
・

6
月

一
②
家
内
労
働
者
の
災
害
防
止
と
一
愛
媛
県
で
は
、
け
し
の
花
が

健
康
管
理
の
た
め
、
必
要
な

一
咲
く
5
月
と
6
月
に
「
不
正
大

措
置
や
援
助
を
行
い
ま
し
ょ
一
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
を
実
施

ぅ

。

一

し

、

正

し

い

知

識

の

普

及

や

、

一
①
最
低
工
賃
額
以
上
の
工
賃
を

一
不
正
栽
培
の
大
麻
や
け
し
の
発

一
カ
月
以
内
に
全
額
支
払
い
一
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま

し

ょ

う

。

一

そ

こ

で

、

栽

培

し

て

よ

い

け

一
O
家
内
労
働
者
(
委
託
者
か
ら
一
し
と
い
け
な
い
け
し
の
簡
単
な

一
受
け
た
内
職
の
仕
事
を
す
る
人
)
一
見
分
け
方
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

一
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
こ
と
に
注
一
皆
さ
ん
の
お
近
く
の
け
し
の
花

一
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
に
注
意
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一
①
家
内
労
働
手
帳
を
委
託
者
か
一

ら
も
ら
い
、
必
ず
は
っ
き
り
一

と
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
一

、

寸

ノ

。

一

一
②
家
内
労
働
に
よ
る
災
害
の
防
一

止
を
図
り
、
健
康
管
理
に
努
一

め
ま
し
ょ
う
。

一
③
工
賃
は
、
全
額
を
一
カ
月
以
一

内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

一
口
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
基
準
局
賃
金
課
一

E
9
3
5
・
5
2
0
0

t

レ
よ
』
つ
。

植えていけないけし 植えてよいけし

見た目にたけだけしい感じ 全体に弱均しい感じ

草丈は、比較的品い。 草丈は、比較的低い。
(l-1.5m) (40-1∞叩)

葉や茎の表面には、ほとん 葉や茎の表面に組い毛が生

ど毛がなく、白緑色である。 えている。

葉は、太い茎を半ば抱くよ 葉は、あざやかな緑色をし
うな形でついている。 ている。

花の色や花びらの数では区別できません。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
北
持
田
町
1
3
2

松
山
中
央
保
健
所
保
健
予
防

課
医
療
係

(
8
9
4
1
・
1

1
1
1
内
線
2
6
1
)

圃
愛
媛
の
農
業
情
報

圃
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
供

中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
統
計

一
情
報
事
務
所
で
は
、
各
種
の
農

一
業
統
計
情
報
な
ど
を
農
家
や
事

一
業
所
が
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
パ
ソ
コ

一
ン
で
だ
れ
で
も
発
表
直
後
に
自

一
由
に
引
き
出
せ
る
「
あ
ぐ
り
愛

一
媛
」
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
4
月
1

一
日
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
用
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
電

一
話
を
か
け
て
、
音
声
案
内
に
従
つ

一
て
ボ
タ
ン
操
作
す
る
だ
け
で
農

一
業
統
計
や
各
地
の
話
題
な
ど
を
、

一
弘
時
聞
い
つ
で
も
取
り
出
す
こ

一
と
が
で
き
ま
す
。
(
年
中
無
休
)

二
「
あ
ぐ
り
愛
媛
」
の
電
話
番
号
一

二

宮

9
4
3
・
8
2
2
6
一
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②ャフルボード

砂日時/7月14日(日)

砂場所/川上小学校

砂時間/13:00"" 
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③ンデイアカ

「子育て広場」の開催に

ついてのお知らせ
川内保育園では、今年度から地域の「家庭での子育て」

を支援する為に、就学前の乳幼児と保護者を対象に保育

園を開放して、園児と一緒に遊

んだり、子育てにおける悩みな

ども話し合える機会を設けたい

と、下記のように計画をしてお

ります。

どなたでも気軽にお子さんと

一緒に保育園に来て、遊んだり

あ、しゃべりしたりしてみませんか。

日 手重 百寺 間 内

6月15日出 10: OO~ 11 : 00 楽しく遊ぼう
トー可

7月13日出 10: 30~ 11 : 30 プールで遊ぼう
ト 年

F合F与

おしゃべりサロン

司

10月19日出 i1 0: OO~ 11 : 00 (手遊び、絵本の紹介)
子育て井戸端会議

12月20日(金) 9:30~10:30 クリスマス会ヘ招待

一

A 



=川内町有線放送電話の加入者異動のお知らせ (4月中)=

l C-百一 ~-:=J I 1JD 天一一1
佐T 田下渡小川西 桧桧添添梅西

村神部東伯街 中沖部坂主組 皮皮谷谷崎百
五五五 五五五協 ニ集ニ集三マ
fL 七幸五 三 五良四育 七ム七ム七博
四 ー』 七 七 三 八雛 六~目立証一

一保一子ニ修 七実二一二場 O所 O所 O之

止

j度宮松天

;

小

坂

h
v
-
曽
我
部

悟

一

一

五
四
八
七

一

一
下
古
市

一

一野

中

学

一

一

三

八

O
三

ft 9f.:.iS:"'4989有線3130口清掃センター6月ごみ収集計画表

1If&集曜日 収 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)
土谷 ・滑川・天神 ・鳥の子 ・横灘団地

毎 +軸+占+曲ー』争軸--・値包ー・
木 井内

火 ・金 北方 ・南方 変更なし
ーーーーーーーーーーーーーー----

週
火 奥松j頼J11

水 ・土
前松瀬川I(鳥の子を除く )
町筋(天神を除く)

0000015ぇI~ごみ 00000

xxxxxちえ，怠いごみ・粗大ごみ xxxxx

収 集 地 域 ガフス ・空ビン類 空き缶等金物類 組大ごみ

ト お ・西奇(井内を除く)
6月10日(月) 6月24日(月) 6月17日(月)

天神 ・鳥の子 ・横灘団地
一一一一

北方 ・南方 ・奥松瀬川 6月11日(火) 6月25日(火) 6月18日(火)

前松瀬111(鳥の子を除く)
6月12日(水) 6月26日(水)

町筋(天神を除く) 6月19日(水)

井内・土谷 ・滑川 6月13日(木) 6月27日(木)

固
圃
圃
国
(
4
月
受
付
分

敬
称
略
)

大
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二ゴ +黄 十i難黄
茶堂南団
曲 住ス i難

モ 団 団
JII 土也 士也

里
所

内 上也

竹 黒 河 ;度
笠 f呆
原 葉 回 里子 音E

議
正 光 i、F口十 幸E斤コ 修

者
毎立 夫 政 也

麻ま 春2 亮;貴2名
圭け

前美み 乃の j太たキハ一回ひろ

8 8 8 8 8 
生

4 4 4 4 3 年月

27 19 22 2 24 
日

女
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

天 保
カ、 {恵 上 主川主 滑 官F了、二 曲 井 {主リ
7 ケ 古 之 JlI 内 ケ

ネ申 免
-l' 

てEtコ Ih  二1 市 堂 内 上 主Aι主. 里 下 lh  二1
所

sf:l土4 

菅 青 竹 高 大 西 近 干三 上 菅 i度 河
里子 本 里子 内 木 倉 岡 藤 原 山 部 里子氏

イ ス 、、、 タ マ 巻 要 キ
ク 束力 麻

、、、
良 サ 行 子 ツ 次 !k. ヨ 名

ヨ j議 偉1子 正 京，~、 ヲ 夫 ヨ コ三 自日 J!l~ 、、、

92 95 97 82 81 60 86 69 67 81 96 92 84 

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 死|
亡

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4 年
月

29 18 11 10 7 6 5 5 2 l 1 26 l 日

芦品古 )¥ 主同主 竹 高 大 西 近 杉 上 戸g 渡
世

里子 木 里子 内 木 /后k 岡 藤 原 山 吉日 里子
要 守tHT 

耕 J 申b、 麻 良 幸 行 ￥さ手定ξ j原 太 H官
主

幸 衛 女E口ヨ 正 晃 t住 夫 環 隆 明 民日 子
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日

|本

目当

炎

ト

種

混
，口品、

、y

反

日
C 
G 

日 時

6月11日ω
25日ω

午後
2 時~3 時

6月12日(ポ

午後
2 時~3 時

6月17日(月)
午後
2 時~3 時

6月19日(水)

午後
2 時~3 時

口がん検診口乳幼児健診口予防接種

月日 検診内容 受付時間 場所

6月 6日側 胃・大腸 午前 7:30~ 9:00 河之内公民館

胃 午前 7:30~ 9:00 

6月 7日後) 大腸 午前 7:30~10:00 健康センター |
子宮・乳・甲状腺 午前 7:30~10 : 00

胃 午前 7:30~ 9:00 

6月13自体)i大腸 午前 7:30~ 1O :00 健康センター

子宮・乳・甲状腺 午前 7:30~ 1O :00

開 午前 7 : 30~ 9:00 

6月14日(金) 大腸 午前 7 : 30~10 : 00 健康センター
子宮・乳・甲状腺 午前 7:30~ 1O :00

※事前にご案内しています誕生日がん検診の該当の方で、 7月14日がご都合の
悪い方は、上記日程でも受診できます。
※6月の検診該当は、河之内・井内・土谷・滑川・奥松瀬川・前松瀬川・町東・
町西・横灘団地地区です。

対象児と注意事項

3 歳~7 歳 6 カ月の者
*日本脳炎は3歳で2回、
4歳で1回の合計3回接
種する必要があります。
*初めて受けるときは、
基礎免疫をつけること
が大切です。
基礎免疫は、初回接種
の年に 1~4 週間隔で
2回、翌年に 1回接種
をしてつけることが、で

きます。

*基礎免疫が規定どおり
接種できなかった場合
は、健康センターまで
お問い合わせくださし、。

イ建康センター
ft 966-2191 (有)5833

1 歳~7 歳 6 カ月の者
*百日ぜきにかかったこ l

とのある方は二種混合
(ジフテリア・破傷風)を
受付で申し出て受けて
ください。

3 カ月 ~4 歳の者

* 2日後、ツベルクリン
反応判定をします。

3 カ月 ~4 歳の者
*ツベルクリン反応で、
陰性と判定された者の
み実施します。

乳幼児健診 ] 

-育児相談
砂日時 6 月 27日嗣受付 : 9 時~10時

砂場所健康センター 1階

砂対象者平成7年 4、5月と11、12月生

まれの乳幼児

( 6・7カ月児と13・14カ月児)

砂内容身体測定、発達チヱツク、保健

指導、栄養指導

砂持参品母子健康手帳

アンケー卜(事前に送付します)

-育児学級
惨日時 6月27日休)

3・4カ月児は受付13時~

10・11カ月児は受付13時30分~
砂場所健康センター 1階

砂対象者平成7年 7、8月と平成8年 4、

5月生まれの乳児

( 3・4カ月児と10・11カ月児)

砂内容身体測定、小児科診察、保健指

導、栄養指導

保健所医師のお話「育児につい

て」…・・・ 3・4カ月児のみ
砂持参品 母子健康手帳

アンケー卜(事前に送付します)

砂場所健康センター 2階 -乳幼児健康相談
砂日時毎週水曜日砂持参品母子健康手帳、体温計

( 予防接種 ] 
砂場所健康センター 1階

砂持参品母子健康手帳

砂内容身体測定、育児相談

A 



[一一一6月の当番医 I 
口当番医口健康講座口健康相談口犬口献血

964-2200 

電話番号所

u
宮
川牛町重

住区番

964-1234 重信町志津川

964-0013 重信町田窪辻井循環器科内科小児科

[診療時間]

午前8時30分

午後5時30分

955-0055 

964-2411 重信町横河原

重信町北野田i 23日印iいのうえ小児科

一 一一
I 30日日川国立療養所愛媛病院

-
リ
ハ
ビ
リ
間
四
一
河
川
原
必
要
で
す
の
で
、
保
健
婦
ま
で
ご
連
絡
く

d

y

--C
L
 

理
学
療
法
士
に
よ
る
機
能
回
復
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
o

v
日

時

毎

週

水

曜

日

午

後

1
時
j
3
時

V
場

所

ガ

リ

ラ

ヤ

荘

-
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

血
圧
測
定
、
尿
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

v
日

時

毎

週

水

曜

日

午

前

9
時
j
ロ
時

V
場

所

健

康

セ

ン

タ

ー

1
階
運
動
指
導
室

-
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
員
協
割
切
れ
区
一
見
守

精
神
的
に
不
安
定
だ
っ
た
り
、
お
年
寄
り
の
痴
呆
等
の
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

V
日

時

6
月
引
日
働
午
前
9
時
羽
八
刀
j
ロ
時

V
場
所
健
康
セ
ン
タ
ー
及
び
家
庭
訪
問

-II~ß素]~軍国

-
い
き
い
き
健
康
講
座

『
が
ん
の
予
防
に
つ
い
て
』

講
師
/
国
立
病
院
四
国
が
ん
セ
ン
タ
ー

外

科

医

長

啓

先

生

栗
田

所時

6
月
目
日
何
午
後
1
時
加
分
j
3
時

健
康
セ
ン
タ
ー

2
階

........ 
t墨田

6月28日(金)

未

間

~ 

正己

日寺所土暴

不用犬引き取り、野犬買い上げ

/
@
一
h

p

戸

F

/

寺

.E内
4ι

叩

{

票

~

済

、、7
l

し

斗

1

/

Y

F

4

A

1

自
勾

羽

一

鑑

注

目

時

タ

録

防

曜

8

ン

登

予

月

前

セ

、

病

週

午

康

鑑

犬

毎

健

印

狂

日寺

砂場所

砂持参品

砂日



力 石

く唖乞〉

町
内
各
所
に

見
ら
れ
る
力
石

い
つ
か
ら
H

力
石
H

と
い
う
も

の
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

力
を
誇
示
す
る
た
め
に
持
ち
上
げ

た
石
は
、
大
昔
か
ら
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
青
年
の
娯
楽
の
一
っ

と
し
て
石
を
持
ち
上
げ
て
力
く
ら

べ
を
し
た
の
は
、
明
治
初
期
の
頃

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
H

力
石
H

を
掘
り
お
こ
し
、

そ
の
保
存
を
進
め
よ
う
と
老
人
ク

ラ
ブ
の
渋
谷
要
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
各
所
に
存
在
す
る
N

力
石
H

は
、
神
社
な
ど
の
境
内
に
よ
く
見

ら
れ
た
と
い
い
ま
す
が
、
今
は
、

ど
の
石
が

H

力
石
H

で
あ
っ
た
の

か
、
徐
々
に
わ
か
り
に
く
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

町
内
各
地
区
の

H

力
石
u

の
重

さ
の
比
較
や
力
自
慢
の
逸
話
な
ど

を
調
査
し
、
ま
と
め
て
み
る
の
も

お
も
し
ろ
い
し
、
ま
た
、
大
事
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

気になる

シャクナゲ~

5月3日、塩ケ森ヘシャクナゲを見にゆき

ました。塩ケ森は、桜が終わると5月にシャ

クナゲ、 6月にアジサイと続けて花を楽しむ
ことができますが、今年は寒さのせいかまだ

シャクナゲがほとんど咲いていません。

こんもりとしたシャクナゲの花木に、群が

リ咲く淡いピンク色の花を想像していただけ

に少々がっかりしましたが、それでも山の木

立の中にひっそりと咲くシャクナゲの愛らし

さに思わずP力メラをむけていました。

A 

〆--


